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題字は 4ヽ牛田町長 栗村和夫による



7000年前のむかしから……

小牛田町長 栗 村 和 夫

少 くとも、7000年前のむかしからここに断続的に人間が

住んでいた… ということを、この発掘調査は教えてくれた。

しかし発掘調査のためには、大変な金と労力と時間とを要

した。私 も町長として、これらのことの前に戸惑ったし、悩みもしたが、そのこ

とを卒直に語らなければ、この序文はお飾 りの序文になってしまう。

私はこの地帯を良質の宅地造成を軸として、国や県の出先機関の敷地の予定地

に考え、開発公社に土地の取得を依頼した。このままでは、民間の手での開発がな

され、完全にスプロール化 してしまうと考えたからであり、 山前遺跡の場所で

もあり、団地内公園にその由来をとどめておきたいとも願ったからである。とこ

ろが公社による土地取得のメドがついたとき、開発まかりならんと、県文化財保

護課より
｀
待った /″ がかかった。私は正直なところ、町史にも山前遺跡のこと

は収録がしてあるので、改めて発据をする必要がなかろうと考えていた。また、

待ったがかかったことによって、借入金の利子がかさむことや、建設単価の値上

りのこともおそれた。ハムレットの悩みとは正にこのときの気持である。

だが私は、文化財保護法があるなしにかかわらず、その時期の町長として、町

民に対 してこの大切な先祖の遺産を残す
｀
義務と責任

″
があると考えた。こうし

て県文化財保護課と文化庁の要請に全面的に応ずることにしたのである。昭和49

年夏の第一次緊急発掘には、予備費をはたいてしまったので、役場職員を発掘人

夫として、廷べ137名 も炎天下に動員をした。そして昭和 50年 4月 に始まった第二

次調査には、予定したとおりの補助対象事業には認められず 1,220万 円の巨費を

投じ、その上12,000m2の大 きな面積を国指定の史跡として残すことにして、ピリオ

ドを打ったのである。春秋の筆法をもってすれば、町にこの場所の開発計画がな

ければ、民有地のままの遺跡は破かいをされてしまったのである。

県関係者は、町長の勇気ある決断といってくれたが、私としては町の後輩のた

めに勇断を下さざるを得なかったということである。そして、これから文化財保

護行政が国家予算の面で前進することを卒直に願って、序文の結びとする。



序

わが町の遺跡群については、町史で明らかにされているように、当該山前遺跡

を始め、沢山の遺跡の分布をみることができます。

昭和40年に町史編さん上の資料として、山前遺跡の一部を発堀調査しましたが、

この地帯に広節囲にわたって埋蔵されている遺物を、確認することはできません

でした。今回この地域を町で買収して、分譲宅地として造成する事業を起すこと

になり、急きよ発掘調査に迫られたので、宮城県教育庁文化財保護課の技術職員

の全面的援助をうけて、記録保存調査と、現状保存区域認定のための範囲確認調

査という2っの目的をもって調査にとりかゝりました。

発掘調査は昭和50年 4月 9日 に始まり、11月 9日 までの 7ケ月を要し、約28,000

m2の調査がおこなわれました。この結果縄文時代早期の新山前貝塚の貝塚の範

囲、同早期、前期、中期の遺物包合層、古墳時代初頭の大濤、古墳時代、奈良平

安時代の住居跡群、中世の板碑群などの存在が確認されました。これら各時代の

遺構、遺物の集中する氣囲の中央部約12,000m2については、現状保存区域に指定し、

町の史跡公園として整備をして、長く保存することにしました。

こゝに調査の結果がまとまりましたので、報告書を作成し、郷上の文化露資料

として、町民各位からご理解と、広くご活用をいただきたいと思いますし、学術

上の資料として町外の方々からもご高覧を賜れば幸甚です。

この調査に際しては、県文化財保護課千葉与一郎課長をはじめ、課員各位のご

協力をいただき、報告書刊行に至るまでにご尽力を賜 りましたことに対し、深甚

なる感謝を申しあげます。

昭和 51年 3月

宮城県小牛田町教育委員会

教 育 長 佐 々 木 京 一
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1。 本書は小牛田町団地造成計画に伴う第二次発掘調査概報である。

2。 遺跡所在地 宮城県遠田郡小牛田町北浦字山前、新山前
3.調査主体者 小牛田町
4.調査担当者 宮城県教育庁文化財保護課
5.調 査 期 日 昭和50年 4月 9日 ～11月 9日

6.遺 跡 面 積 約40,000m2調査対象面積 約28,000m2発掘面積約9,ooom2
7.調査協力機関 東北歴史資料館 宮城県多賀城跡調査研究所
8.遺 跡 記 号 DS

9.調査協力者

調査補助員―宮城教育大学学生 鈴木まち子、斉藤輝子、鈴木寿美子、佐藤幹憲、戸島三

雄、畠山田美子、山根京子

調査協力員―宮城県第一高等学校教諭 伊藤信、小竹小学校教諭 加藤貞子、中津山第二

小学校教諭 土岐山武 、前谷地小学校教諭 森貢喜
地元協力者―佐藤栄一、境昭蔵、遠藤操、前畑享、今野義見、小野寺昇、五十嵐洋一、阿

部毅、松田与二郎 富田敏夫、伊藤仁輔、佐々木良郎、小野毅、畑中好吉、
大宰孝平、門間二郎 石堂征也、佐々木正喜、境貞吾、後藤長一、小野寺兼
雄、伊藤栄、斉諜徳男 渡辺美寿穂、山崎光子、佐々木智子、伊藤和正、今
野茂、今野金作、堀渕正一、阿部三治、佐藤やす子

10.本書の執筆・編集は、宮城県教育庁文化財保護課が行なった。



I.調査に至 る経過

1,こ れまでの調査

山前遺跡は古くより石鏃の出土する土地として知られていたが、昭和40年 、町史編纂のため

の基礎資料を得るべく、辺見輛高氏 (小牛田農林高校教諭)によって学術調査が行なわれた。

その結果、縄文時代早期末の貝塚と縄文中期の遺跡であることが明らかになり、研究結果の一

部は町史に掲載され、広く知られていた。

小牛田町は交通の便がよく仙台市内への通勤範囲内にあり、大崎地方の中央部に位置してい

るため住宅の需要が特に多く、町は住宅行政を積極的に進めていた。町としては町史編纂の際

に多額の経費を投入して当遺跡の学術調査を実施したので住宅団地を造成しても支障ないもの

と理解していた。この団地造成計画があることを昭和49年 6月 に知 り、同月10日 と28日 の 2回

にわたり計画地内の現地調査を実施した。調査の結果、水田面に臨む丘陵地全面にわたり、縄

文土器、土師器、須恵器片等の遺物の散布が認められ、造成計画地のほぼ半分が遺跡であり、

昭和40年の町史編纂のための調査は、この遺跡のほんの一部分であることが判明した。

この団地造成は大崎東部開発公社が用地を取得し、町が造成して分譲するもので、この時は

すでに開発公社が用地を買収し、県農業文化センター及び海上保安庁のデッカ基地が建設され

ることになっており、遺跡を現状のまま保存することは不可能であった。このような状況の中

で町当局と遺跡の保護について協議を重ねた。町としても町発展の構想のもとに住宅行政をす

すめており文化財を保護する立場にもあるため、その解決の方向を見出すまで紆余曲折の過程

をムみ、この間、数回にわたり文化庁の指導 も受けた。このような経過のもと、49年度と50年

度の 2回 にわたり町の事業として記録保存のための調査を実施し、重要な部分については国庫

補助事業によって遺構確認調査を実施してその保存対策を講じることにした。

2.記録保存及び遺構確認のための調査

昭和49年の夏休みを利用して国及び県の機関が予定されている場所について小牛田農林高校

辺見教諭に調査を依頼して実施した。遺跡の東端にあたる場所であったが、古墳時代及び奈良

平安時代の集落跡を検出し、多数の遺物を発堀した。この調査は急に計画されたために作業員

の集まりも悪く、町長を先頭に町職員も発堀に参加し、文化財の認識を新たにするとともに作

業能率も大いに上げることができた。このようにして第 1次調査を完了した。

昭和50年度、第 2次調査は文化財保護課が調査を担当して、記録保存のための調査と遺構確

認調査を 4月 9日 より開始 し、11月 9日 に完了することができた。その結果、極めて重要な遺

構を多数検出し町長はじめ、町当局の御理解のもとに約12,000m2を 保存することができた。



H.遺 跡の位置 と環境
1.位置と自然環境

山前遺跡は、遠田郡小牛田町北浦字山前 。新山前に所在 している。東北本線小牛田駅の西方

約 2 kmの地点にあたる。

宮城県の北部には、首川市を中心として、いわゆる大崎平野が広がっている。この平野は江

合川、鳴願川などの河ナ||に よって形成された沖積地で、現在水田として利用されており、県内

有数の殻倉地帯となっている。

小牛田町は、この大崎平野の東部にあり、町の北を江合川、南を1烏願川がそれぞれ東流して

いる。町内のほとんどが沖積地であるが、町の中心部には河川などによって削り取られて孤立

化した東西に長い小起伏丘陵がよこたわっている。この丘陵の南側には、鳴瀬川によって形成

された河岸段丘がみられる。

山前遺跡はこの段丘上に立地している。遺跡の北に接する七館八沢付近は杉林、南は水田面

をのぞむ。遺跡の中央部は水田面に張 り出したゆるやかな舌状の斜面であり、西および東は、

写真 I 遺跡遠景 (航空写真 )
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第 1図 小牛田町遺跡分布図



舌状部のつけ根から細長くのびた急斜面である。遺跡全体の面積は約40,00肺2におよぶ。

現状は畑地で、遺跡中央部での標高が約20m、 南の水田面との比高が約10mで ぁる。

2.周辺の遺跡 と歴史的環境

小牛田町には、数多くの遺跡が分布している。それらのいくつかを、山前遺跡付近を中心と

して述べてみる。

町内では、現在まで旧石器時代にさかのぼる遺跡は発見されていない。

次の縄文時代は約 1万年前に始まる。狩猟、漁紡、採集が生活の基盤になっている。この時

代にはいくつかの遺跡がみられる。最 も古いのは、早期末葉の遺物を出土する素山貝塚、新山

前貝塚などである。この 2っ の貝塚は、賊水産の貝で構成されており、このことから当時海岸

線が近くまで来ていたと考えられる。

前期・中期の遺跡としては彫堂遺跡があり、多数の土器・石器などと共に炉跡が検出されて

いる。さらに後期・晩期では船入遺跡、牛飼遺跡、峯山遺跡などがある。
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第 2図 遺跡付近の地形



縄文時代が終末をむかえ、紀元前後になると、金属器をもち水稲栽培の行なわれる弥生文化

が伝わり、この地方でもしだいに弥生時代へと変わっていく。新山前貝塚付近、彫堂遺跡から

この時代の遺物が発見されている。

3～ 4世紀ごろには古壌時代になる。この時代は、階級分化が成立し、支配者階級の葬制と

しての高塚古墳が出現する。町内では京銭
j~s、 保土塚、糠塚などの古墳と、駒米遺跡などの集

落遺跡がみられる。

奈良 。平安時代の遺跡としては駒米遺跡、狐山遺跡などが知られている。

中世になると、いわゆる七館八沢などの館跡や、板碑などが発見されているが、一般住民の

生活を示すような遺跡は知られていない。

写真 2 保土塚古墳
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Ⅲ.調査の方法 と経過

発据開始前に分布調査を行った結果、遺物の散布状況・地形などにより、遺跡の面積は約

40,000ド に及び、既知の新山前貝塚は山前遺跡の一部に合まれると考えられた。

調査の対象範囲は遺跡全体のうち、団地造成が計画された約28,000だ でぁり、遺跡のかなり

の部分が含まれている。

発掘調査は昭和50年 4月 9日 に始まった。まず調査範囲内に、中心部を通る東―西、南―北

の直交する基準線を設定し、それぞれNOS、 EOWと した。次にこれをもとにして全体に 3m

方眼のグリッドを設定し、4グ リッドをつなげた 3× 12mの トレンチによって発掘を開始した。

調査の当初の目的として次の 2っがあった。

①貝塚と、その他に調査によって重要な遺構が発見された部分は現状のままの保存を考える

という前提があり、その範囲を認定すること。

②前述の保存区域以外の部分については、団地造成の事前調査として記録保存調査を行なう

こと。

このため、まず全体に表土を掘 り下げて、その下にどのような埋蔵文化財がどのように分布

するかを確認することに主眼を置いて調査を進めた。

その結果、縄文時代早期の貝塚の観囲、早期 。中期の遺物包含層、竪穴住居跡、古墳時代の

大濤、竪穴住居跡、奈良・平安時代の竪穴住居跡、中世の板碑などの存在と一応の範囲が確認

された。

この時点で、縄文時代の遺構を中心とし、さらに各時代の遺構 。遺物の集中する範囲約12,000

ドを現状保存区域として設定した。なお、保存区域のうち東斜面の大薄と遺物包合層の一部は

内容確認のた,めの精査を実施している。

一方、保存区域を除いた約16,000ド については記録保存調査を開始した。このうち水田部は

数本 トレンチ掘りをしたところ、地表より深さ約 2mま では各時代の遺物がごく少量混在して

出土した。さらにその下 lmには古墳時代と思われる土師器を出土する層がみられた。しかし 3

mを越す深さと湧水のため作業に危険をともなうことが予想されたので発掘調査は断念し、花

粉分析による環境の復原のための調査のみを行なうことにした。水田部以外については全面掘

りを行なった。その対象になった部分は大きく5区に分かれている。東部がB区、北部の団地

用道路敷がG・ H区、西側がD・ E区であるc

発掘調査が進み、遺構の精査がほぼ終了し、調査内容のほぼ全部が明らかになった 9月 13日

に、調査の経過と成果を一般に公開するため、発据現場において説明会を開催した。

その後、記録作成にうつり、まず各遺構の断面図・平面図を作製した。平面図については、



Ⅵ「
30 |

WO
E
|

N9
0-
―

W1
20

ll
19
0

|

鞠
縄
文
早
期
貝
層
と
包
含
層

N6
0-
騨

縄
文
中
期
包
含
層

Ｈ Ｈ Ｅ Ｉ Ｉ

W1
20 |

Ⅵ「
90

|

|l
v lW
OE

第
3図
 
遺
跡
構
成
図



住居跡などは遣り方で、大溝だけは平板で測量を行なった。さらに写真撮影などをし、11月 9

日に発掘調査を終了した。

最終的に発見された遺構 。遺物は次のとおりである。

①縄文時代 遺構一早期の貝塚、早期 。中期の遺物包合層、中期の住居跡 3軒など

遺物一早期。前期 。中期の土製品 (土器など)、 石製品 (石器・石棒など)

②古墳時代～奈良。平安時代

遺構―首墳時代前期の大構、古墳時代前期 。後期～奈良。平安時代の竪穴住居

跡49軒など

遺物―土師器、須恵器、木製品、竹製品など

③中世   遺物一板碑、陶器など

写真 3 遺跡近景 (航空写真 )



Ⅳ.調査概要

縄文時代

旧石器時代に後続する時代で、今から10,000年 ～2,000年程前までの時代である。縄文時代には

土器が作られるようになり、旧石器時代以来の打製石器だけでなく、磨製石斧などの磨製石

器 も作られるようになった。土器の表面には、縄を回転して施文した縄目文様を持つ土器が多

く、縄文時代という名もここからきている。

縄文時代人は、石器や骨角器などの道具を使って、イノシシ・シカ等の獣や鳥・魚貝類を捕

獲し、まわりの山々から種々の植物を採集して食べるという生活をしていた。

小牛田町内には、縄文時代の遺跡が多く、山前遺跡もその 1つである。今回の調査の結果、

次のことが明らかになった。

早期には、舌状に南に張 り出す台地の西斜面に貝塚を形成し、反対側の東斜面には遺物包合

層を形成している。また、調査区西端からは前期の遺物を包合する層が検出されている。中期

になると、遺物包合層が広い範囲にわたって形成され、調査区域の北側からは、 3軒の竪穴住

居跡も検出されている。

信 物包含層〉

保存区域内の遺跡の内容を明らかにするために、舌状台地東斜面の遺物包合層 (BL～ BN―

35区)の精査を行なった。各層とも東にやや傾斜して堆積しており、 4層に大別される。

第 1層 :暗褐色の耕作土である。 (BL～ BN-35区 No l層 )

BM-35 BL-35
標高
17m21cm

0       1m
l  l

/
膊6 1oY1 2沖 ,「 re s..Iを 謎ずるSh

/

第 4図 遺物包含層断面図 (BL～BN-35区 )



第 2層 :炭化物、焼土を微量に合む黒褐色の層で、土色・土性の若干の違いによってさら

に細分され、BL-35区 No 6層 は住居跡の堆積土と思われる。出土土器の大半は中期後半のもの

で、前期の上器片が若干混入している。(BL-35区 No 2～ No 6層、BM～ BN-35区No 2～ No 4層 )

第 3層 :黒褐色のシルト層で、土色、土性の若子の違いによってさらに細分される。

(BL-35区配 7～No 8層、BM～ BN-35区No5～No 9層 )

第 4層 :黒褐色の中砂層である。 (BL-35区 No 9～ No12層、BM-35区No10～ No12層、BM一

-35区 Noll、 12層 )

第 3、 4層から出土する土器は、いずれも早期後半のものであるが、層によって違いが認め

られる。

今回の調査の結果明らかになったことを、早 。前・中期と時期を追って記述する。

―早 期一

早期末 (約7000年前)に、舌状に南に張り出す台地の西側斜面に、約25× 20mの範囲で、カ

キ、ハマグリ等の鹸水産の貝類によって構成される貝層が形成された。この台地の反対の東斜

面にも、ほぼ同時期の遺物包合層が形成されている。貝層と遺物包合層の間にある台地の平坦

面には、竪穴住居跡などの存在が予想される。

貝層は、当時の人々が付近の海で採集し、食べて捨てた貝殻が、長い間に層をなして堆積し

娃

%

BN-35-6層
第 5図 縄文土器 (早期 )
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たものである。当時の海岸線が、現在よりもかなり内陸部にはいっていたと考えられる。また、

貝層中からは、当時の人々が食べた、イノシシ、シカ等の動物の骨や、鳥類 。魚類などの骨の

ように、普通の遺物包含層では残 りにくい自然遺物が残っており、当時の狩猟技術や、食生活

を考える上で貴重な資料となっている。

遺物包含層 (BL～ BN-35区)第 4層出上の上器 (第 6図 )

(器形)小破片の為、全体の器形は不明である。 〔口縁部〕平縁と思われ、日唇部上面に貝殻

の腹縁か、箆による刻目のあるものがある。 (第 6図 -2.4.7)〔底部〕底部破片がなく不明。

で胎土・焼成)わずかに植物の繊維を合むものがあるが (第 6図 -1)、大部分は繊維を含まず、

焼成は良好である。

ぐ器厚)4～ 6 mm内外のもので一般に薄手である。

で文様)サルボウまたはアカガイ等の貝殻の腹縁を刺突した、貝殻腹縁文である。口縁に対し

て、縦位に連続して刺突し、数段帯状に施文している。裏面に擦痕の観察されるものもある。

(第 6図-6)サルボウ。アカガイ以外の施文具による刺突文もある。(第 6図 -8.10.11)

で時期)こ れらの上器|れ 、貝殻腹縁文が特微的にみられることから、早期後半の大寺式に属す

るものと思われる。

遺物包含層 (BL～ BN-35区 )第 3層 出上の上器 (第 5～ 8図 )

で器形)口縁部が直立するもの、口縁端近くで強く外反するもの、10る やかに外反し頸部がや

やしまって胴部がやや張る深鉢形のものがある。 〔口縁郡〕平縁のものが多いが、なかには突

起を有するものもある。 (第 7図-13)口唇部上面には、撚糸圧痕のあるもの (第 6図-21

第 7図 -2.7.11.第 8図-3～ 5,13.16.)指 頭状圧痕のみられるものもある。 (第 6図 -23)

〔底部〕砲弾状の底部のものが多いが (第 6図 -26)、 平底と思われる破片もある。(第8図-2)

(胎土・焼成)植物の繊維を多量に合んでおり、吸水性が強く、もろいものが多い。

で器厚)6～ 9 mmの ものが多い。

で文様)表面には縄文だけのものと、縄文と、条痕文 (ア カガイ・サルボウ等の貝殻の腹縁で引

っかいた文様)を施すものとがあり、裏面は条痕文のものが大部分である。表面の縄文は、単

節斜行縄文で LR、 RLの 両方があり、横位施文のものが多い。裏面の一部にまで施文され

ているものもある。(第 6図 -21、 第 7図 -13、 第 8図 -11、 12)ま た頸部 と胴部を画すよう

に肥厚させて隆帯を形成し、隆帯上には貝殻腹縁による刺突文や (第 26図 -22、 第 7図-6.9.

10。 図版 8-16)縄文原体を縦位に押圧したもの (第 6図 -23、 25)縄文原体を輪のように折

りまげて一定の間隔に押圧したものがある。(第 5図 )口縁部から2本の隆帯を頸部まで重下し

たものもある。(第 7図 -8、 13)
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で時期)表面に縄文、裏面に条痕文を施文した土器群であり、早期未の素山2式に属する。

一前 期一

前期前半の土器片が、BL～ BN-35区の中期の包含層中から若干出土している。また前期後

半の遺物を包合する層が、調査区の西端から検出されている。

遺物包含層 (BL～ BN-35区 )第 2層出上の上器 (第 16図、第17図 )

で器形)小破片の為、全体の器形は不明である。〔口縁部〕平縁のものが多いが、小突起を有す

るものもある。(第 17図 -6)〔底部〕平底である。

で胎土・焼成)植物性繊維をわずかに含んでいる。

唸文様)地文には不整撚糸文がある。(第 16図 -11、 第17図 -2～ 5。 7)文 様には、爪形文 (第

16図 -13、 第17図 -6)先端部が角ばった刺突具による列点刺突文 (第 16図 -12、 第17図 -1.

2.4.5)、 竹管文 (第 17図 -7)力 あゞる。

(時期)大木 3式に属すると思われる。

E区を中心に出上の上器 律 9図 )

(器形)ほぼ直立した円筒形の深鉢形土器である。〔口縁部〕平縁のものと(第 9図 -7.16.17)、

波状口縁のものとがある。(第 9図 -5.12.14)〔 底部〕平底である。

(文様)口縁部下端に刻目を入れて鋸歯状にしたもの(第 9図 -6.7.16)、 3～ 4 mmの幅の細い

粘土組を山形に貼付したもの(第 9図 -2～ 4.15)、 ボタン状に粘土を貼付したもの (第 9図 ―

12.13)、 半載竹管による交互波状文のものがある。(第 9図 -8,9.17)

(時期)大木 5式に属すると考えられる。

一中 期―

早期、前期の遺物包含層の範囲は、遺跡全体の中のごく狭い面積であるが、中期後半になる

と広い範囲にわたって遺物包含層が確認されている。また、調査区の北側からは中期後半の竪

穴住居跡が3軒検出されている。

第52a、 b、 c住居跡 (第 10図 )

(重複、増改築)52a、 52b、 52cの 3軒の住居跡が重複している。52c住居跡は、52b住居跡よ

り古く、他の新旧関係は不明である。

(平面形)南半は壁、および周濤を確認することが出来なかったが、平面形はほぼ円形と考え

らオ■る。

(壁の状況)南に傾斜する斜面に構築されているために、北壁は高いところで86cmあ る。北壁

は部分的に外側にえぐり込まれている。
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第10図 第52a,b,c住 居跡
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(床面)床面はほぼ平坦であり、40× 40cmの範囲で焼けている部分が検出されている。

(柱穴)52a、 52b、 52cの床面上から、16イ固のピットが検出されているが、どのピットがどの住

居跡の柱穴であるか検討中である。

(周濤)52a、 52b、 52c住 居跡の周濤が 5本検出されている。各住居跡の増改築が考えられる。

(炉)長軸約1.lm×短軸約0,6mの長楕円形を呈し、側壁に石を敷いた石組炉である。炉に接

写真4 第52a?b,c住 居跡

写真 5 同上炉
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第55住居跡

土器⑥の掘り万

4

,埋設土器⑤ の掘り方

埋設土器⑦の掘り方

けにけ 次
の段階でこわされる

彗離報焼けている部分

部分

図

　

階

日

　

段

第

　

知

第12図 第55住居跡炉の変遷

して2個の埋設土器が検出された。埋設土器①、②は、ともに斜めに埋設されている。

(年代決定資料と年代)床面上から出土した完形の土器 1点、炉の埋設土器①、②住居跡内

の別の埋設土器1点が年代決定資料である。本住居跡の構築年代は、中期大木9式期と考えら

オ■る。

第55住居跡 (第 H図 )

(重複、増改築)第 281■居跡と重複しており、これより古い。周濤、柱穴、および炉から最低

2回の増改築が行なわれたと思われる。

第H段階 第 I段階



(平面形)全体の平面形を明らかにすることができなかったがほぼ円形と思われる。

(壁の状況)全体的に保存が良好でないが、北側で高さ10～ 20cm残存している。

(床面)床面はほぼ平坦であり、北半は地山、南半は包含層を床面としている。床面上には、

3ヶ 所焼けている部分が検出されている。

(柱穴)床面上からは、約401固 のピットが検出された。壁に沿って内側に傾斜をもつピットも

検出されている。どのピットが柱穴であるか検討中である。

(周溝)幅約10cm内外、深さも10cm内外の周溝が確認されている。

(炉)炉は最低 2回改築が行なわれている。 (第12図 )

第I段階―円を2つ組み合わせた平面形を呈し、埋設土器①は、縦に埋設されているが、他

の埋設土器②～④は斜めに埋設されている。

第Ⅱ段階―第I段階の炉の北側の一部をこわして構築しており、70× 60cmの ほぼ円形の平面

形を呈し、深さ15cmあ る。炉壁に接して埋設土器⑤、⑥の2個が斜めに埋設されている。炉の

壁、底面の大部分が焼けており、特に埋設土器⑥が炉の壁に接する部分はかなり焼けて硬くな

っている。

第Ⅲ段階―第Ⅱ段階の炉より

ひとまわり縮少し、60× 60cmの

円形を呈している。炉に接して

埋設土器⑦が縦に埋設されてお

り、埋設土器③は炉の壁に接し

て斜めに埋設されている。埋設

土器⑦のまわりや、埋設土器③

の炉壁に接する部分はかなり焼

けている。

写真 6 遺物出土状況



1.石棒
2.凹石
3 軽石製浮子

0

!

第 13図 石製品

(年代決定資料と年代)住居の構築年代の決定資料として埋設土器①～③がある。これらによ

り第55住居の構築年代は中期大木10式期と考えられる。

遺物包含層から出した土器 (第 14～ 17図 )

で器形)口縁部が内反するもの、日縁部が外反し、頸部がしまって胴部が張り出すものがある。

〔口縁部〕平縁や大波状口縁のものがある。〔底部〕平底である。

(文様)1本の隆線とこれをはさむ2本の沈線によって文様が構成されており、渦巻文がみら

れるものがある。(第 16図 -3～ 7.9.10.第 17図 -9～ 12)、 また、沈線によって区画された部

分が、楕円形のくずれた文様などを形づくり、その間に末端が渦巻や丸く凹んだ沈線が施文さ

れるものがある。(第 14図、第15図 2.3)

(時期)これらの土器については中期大木 8b式、あるいは、大木 9式 とする説がある。

中期の包合層からは、土器以外にも種々の上製品、石製品が発見されている。

第13図 -3 は、扁平な西洋梨形で、基部に横からの孔を穿っている。軽石製であることか

ら、浮子に使用したと考えられるものである。第13図 -1は、石を加工して男性の性的特徴を

シンボライズしたもので、当時の信仰に関連する、祭祀用具と考えられる。 第13図 -2 1よ、

凹石と言われるもので、円礫の表・裏、両面に凹穴があり、用途は不明である。

10 cm



o                       10cm
l  l l  l l

縄文土器 (中期)(展開図は側面図の 1/2)

写真 7 縄文土器 (中期 )



0       5 cm
i  l l

第15図 縄支土器 (中期) (展開図は側面図の 1/2)



在

一

BN-35-3層 (1、 2、 6、 ■、13)
BN-35-4層 (3、 4、 10、 12)
BN-35-5層 (5、 7～ 9)

第16図 縄文土器倫α・中期)

0                     10cm
lI I II   I



BL-35-1層 (1、 2、 9～ 12)
BL-35-2層 (4、 5、 8)
BL-37-2層 (3、 6、 7)

第17図 縄文土器 (前・中期 )
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古墳時代

水稲農耕を軸とする弥生時代には、生産経済の発展によって、食生活の変化とともに共同体

の中に階級分化の基盤ができた。次の古墳時代になると、階級分化が成立して支配者階級が発

生し、首長の墓制として高塚古墳が出現する。

このような政治的、文化的な社会の変化の中で、民衆の大部分を占め、実際に稲作に従事し

ていた農民の生活は、ほぼ漸進的な推移であったと思われる。これら一般住民の生活の重要な

一倶J面を示すものとして集落遺跡がある。

古墳時代前期

この時期の遺構としては竪穴住居跡、大規模な大濤などがある。住居跡の軒数は各時期を通

して最 も多い。遺物は多量の上師器の他に、土玉、木製品などがある。特に大濤より出上した

木製品、tt製品は出土例が少いこともあり、貴重である。

〈竪穴住居跡〉

全面発掘した部分のほぼ全体より25軒検出されている。住居跡は全体の形を残しているもの

が少ない。後世の耕作等により削平されたものと思われる。

写真 8 D oE区 (航空写真 )
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形態と構造

平面形はほぼ正方形である。規模は 1辺が 3～ 5mの ものと、 8m前後のものとがある。住

居内の施設としては、柱穴、炉、周溝、などがあり、この時期にはまだカマドは発生していない。

柱穴―床面に穴を掘りくばめ、柱の下端を埋め込んでいる。このため柱穴には最初に掘った
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第19図 遺構配置図 (B因



穴 (掘 り方)と 、柱の跡 (柱痕跡)と が二重に検出されることがある。多くは 4個みられ、住

居の隅を結ぶ対角線上に方形を成して位置している。第12住居跡の柱穴の 1個には、底に板が

2枚 しいてあった。礎板と思われ、柱の沈下をふせぐのに用いたものと推定される。

炉一第 26、 30住居跡にある。床面の一部に焚き火をした痕程度の焼けた部分がみられるもの

虻

換 |

盤

上 写真 9 第日住居跡 下 写真10 第12住居跡
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で、石組など施設の伴 うものではない。

焼け面の周囲にも焼土や灰などは特に

みられない。

周濤一第11、 12、 13、 ヽ住居跡にみ

られる。壁に沿って住居内をめぐって

いる。周濤の性格については、壁のく

ずれを止めたり、住居内の排水といつ

たことが考えられているが、確かなこ

とは不明である。

(大 溝〉

B区 (大溝 1)、 E区 (大濤 2)、 D

からE区にかけて (大濤 3)、 3本の大

濤が発見された。大濤 2は第10住居跡

と重複し、濤が住居跡を切っている。

大溝 2と 3は接しており、堆積土の

状況より、大濤 2は 3と 同時かそれよ

り古い。

溝の断面は逆台形であるが、部分的

には、「V」 字あるいは、「u」 字に近 く

なる。幅は 3～ 6m、 深さは 1～ 4m

である。

構 造

溝内部の構造は単純でない。大濤 1

では段がついて深くなる部分、大濤 3

では段がついたり、濤に直交して細長

く地山を掘り残した堰状の施設などが

みられる。

平面形

が報

鍵
・
坤

郎r
苺f猟

写真12 大溝 3細部

薄の各部は直線的であり、それらがほぼ直交に近い形で接続している。大薄 1の北端 と大濤

2は等高線と直交する方向にのび、斜面を切る形になっている。それ以外の部分は斜面のすそ

近 くを地形に沿うように続いている。

大溝 3の西半は、「コ」の字形に折れ曲がり、水田面に向って張り出し部を形成している。張

34
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第22図  大溝 3断面図

層� 士 性

暗オリーブ色 (S V4/)

暗オ,― プも (5Y4/)

Fing Lbble,Coarse Sanbを 含有

ブ得色 (26Y4/1

s(loY R%o

ノ褐e125Y4/) Fire pebb19を 含有

暗オ,一 ブ6(5Y1/)

暗オ,― ブ灰魯 (S CY4/)

暗 青 灰 色 (S BC1/)

暗オリープ灰 (5CY/)

青  灰  色 (SBG/)

暗 青 灰 ζ (SaC/)
褐     色 (10Y R乃

明黄褐日踊山崩壊石を含有

Fitt PcLb19 Ceaぉ e Sandを含有

曽オサーブ色 (5Y/) Meditt PcLbに ,Fhe Pebbleを 含有

青 灰 S“ BCカ

暗 青 灰 Ь(SBCカ

青 灰 色
“

BG珀

オ,― ブ灰る(10Y6/)

青  灰  る(SBC%9

Fitt Pebble,MdiumPcDbleを 含有

Finc Pebbに ,Codrse Sandを含言

オリープ灰色のCoarse Saraを含有

暗 青 灰 色 (SBC九つ Mttium Pebble.Finc PcLLleを 含有

写真13 大溝 2断面



写真14 上 大溝 3張 り出し部 下 大溝 I 南部



り出し内部は北狽」に段がついて、斜面を削り取ったような水平に近い平担な面である。特に構

築物はない。

延長部

大溝 1は北端がしだいに浅くなり、農道にぶつかるが、農道北側の崖面を削ったところ、濤

の輪郭は検出されなかったので、途中でなくなっている可能性が強い。南端は一本松古墳のま

わりに沿ってさらに続くものと思われ、舌状台地の南端をめぐって大溝 3に接続することが十

分考えられる。

大濤 2は北端が大濤 1と 同様に浅くなる。調査範囲外にも若子のびるものと思われるが、北

に接する館跡によって破壊されている可能性がある。

大溝の性格

大濤は東と西に分かれて発見されている。その間は調査をしていないが、両方の濤が連続す

ることは十分考えられる。溝の各部は直線的であり、それらが直角に近い形でつながり、全体

を構成している。

大濤を全体的にみれば、遺跡の北辺を除く東、南、西の三方を区画するものといえる。また

規模も大きく、さらに内部の構造にみられるように、堰状の施設や濤底面の段など濤内部に流

入した水の流出を防げるようなものが多い。これらのことからみて、これだけの溝を構築する

目的は、単なる地形の区画あるいは排水といったものでなはく、防禦的な面にあったといえる

のでなはいかと推定される。

集落との関係

大濤と同時期の住居跡が25軒ある。大濤が斜面下端近くを走っているのに対し、住居跡群は

大濤より上位の斜面上に位置しており、大濤 2の西方にまで広がっている。大溝 2を大濤によ

る区画の西端とすれば住居区域はその範囲内におさまることはない。しかし大溝 3は大濤 2よ

りも西にのびており、さらに大きな区画の範囲も考えられるので、西側の住居地域が必ずしも

大溝の範囲から外れるものではないかも知れない。

集落の性格

集落の中で、こうした大規模な土木工事を必要とする大濤と、それによる区画はどのような

役割りをはたしたのだろうか。

他遺跡の例をみると、同時期の住居跡が検出されている遺跡としては、蔵王町大橋遺跡、名

取市今熊野遺跡、同市西野田遺跡、同市宮下遺跡、亘理町宮前遺跡などが知られている。けれ

ども比較しうるような濤は発見されていない。大橋、今熊野遺跡では、調査範囲が遺跡全域に

及ぶものではないが、宮前遺跡などでは丘陵上だけでなく、斜面の下端まで調査しているにも

かかわらずこの種の濤は発見されていない。現段階では調査類例 も少く、明確にすることはで



きないが、山前遺跡のような大濤はこの時期の集落に普遍的なものではないと考えられる。

もしそうだとすれば、本遺跡の場合、他と区別される特別な性格があったと思われる。たと

えばこの地域の支配者が住んでいた、あるいは何か事がある時 (祭 りの時、戦いの時)な どに

周辺の集落の住民が利用する、といったことが考えられるのではないだろうか。

〈出土遺物〉

竪穴住居跡、大溝などから多量の遺物が出上している。土師器が大半を占め、他に大溝より

出土した木製品、竹製品などがある。

土師器―完形あるいは一括品がかなり多い。器種には壺、甕、邪、高郷、器台、甑などがみ

写真15 土師器出土状況



0                       10cm
111  1  1 1

第23図 土師器



られる。これらは器種の組み合わせに器台が入っていること、また個々の器種の特徴により、

塩釜式 (第 1型式)に属するものと思われる。

木製品―すべて大濤から出土している。前述の土師器に伴出している。完形のものは少いが

種類の推定できるものがいくつかある。鋤が最 も多くて 4点、砧 1点、突き棒のようなもの 1

点、鋤などの未製品か砧かと思われるもの 1点、柄穴の開いた把手状のもの 1点、小さな穴の

あいた漆塗 りの把手状の破片 1点などであり、他に加工痕のある木器あるいは建築部材とみら

れるものが数十点ある。

竹製品一大濤の木製品と共伴して出土した。魚、籠と思われるものが10点ほどある。ほとん

写真16 土師器
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どは断片であるが、編み方のわかるものが数点ある。

この時代の木器は東北での出土例が少く、鋤のように直接農耕と関連する農具の具体例の発

見、集落遺跡での漆塗 り製品の存在など、重要な意味をもつ。

1警
飛 奉

蘊

頭

'観残 
―

募・こ1聟

写真17 木製品出土状況



写真18 木製品



写真19 上 木製品 下 竹製品



古墳時代後期

この時期の遺跡としては、現在竪穴住居跡が 1軒確認されている。遺物 もこの住居跡から出

土したものだけである。

〈竪穴住居跡〉

第23住居跡がこの時期に属する。第33住居跡と重複し、これを切っている。東および南の壁

の大部分を欠くが、平面形はほぼ正方形で、1辺が4.8mである。西壁にカマドを備え、柱穴、

貯蔵穴状のピットをもつ。

柱穴は 4個あり、壁から約 lmほ ど離れ、住居の隅を結ぶ対角線上にほぼ正方形を成して位

置している。そのうち 1個には掘り方と柱痕跡の区別が確認されている。

カマドは西壁の中央部にあり、粘土を貼 り付けて作られている。天丼部はすでになく、左右

の側壁が残っている。燃焼部の底面から側壁の内側は熱を受けて赤変し、硬い。カマド内から

は、土師器甕が一括して出上しており、その上に天丼部のくずれたものらしい上が堆積してい

た。カマド奥より煙道の残存部が濤状に約20cmの びている。

貯蔵穴状ピットは 2 TElあ り、 1個はカマドの右側に、もう1個は北東隅にある。カマド右側

のピットには焼土、炭化物が多量に入っていた。北東隅のピットには土師器の甕、界の一括品

写真20 第23住居跡
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がみられた。この種のピットは必ずしも性格が明確にされていないが、これまでの類例では内

部から完形土器等が出土する場合があるところから、何かを沼める、あるいは貯えるものだろ

うという推定をし、住居に伴った柱穴以外のピットで、形の整ったやや大形のものを貯蔵穴状

ピットといっている。カマドを備えた住居の場合、県内ではカマドの右側につくことが多い、

く出土遺物〉

すべて土師器である。甕と界がある。甕は口縁部が外反し、体部は球形のものと、長胴のも

のとがある。好は国縁部が直立し、外側に稜のつくものもある。体部はやや丸味をもち、底部

は丸底である。

これらの上師器は、長胴の甕があること、郷の口縁部の特徴などにより住社式 (第 IV型式 )

に類以するものではないかと思われる。ただし資料の整理が進んでいないので、所属時期につ

いては今後さらに検討する必要がある。

写真21 第23住居跡カマ ド

第25図 第23住居跡
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奈良・平安時代

律令制度に基づいた政治体制の時代である。陸奥の国府が多賀城に設置され、国家の直接支

配が一般民衆におよび、戸籍の作成、税 (租・庸・調)の取 りたてなどが行なわれた。これに

伴って、集落内の整備なども考えられるが、その実態は集落遺跡の調査からはまだ解明されて

いない。

山前遺跡ではこの時代の遺構として竪穴住居跡が 3軒発見されている。

〈竪穴住居跡〉

第 1、 18、 281F居跡の 3軒がこの時代に属する。第 1住居跡はB区の北端で、第181■居跡は

E区の西端で、第28住居跡はH区の東端で発見されており、第 1住居跡と第28住居跡は近いが

第181■居跡はかなり遠 く離れている。

平面形はほぼ正方形で、1辺が約 5～ 6.7mの 規模をもつ。住居内にはカマド、柱穴、周濤、

貯蔵穴状ピットなどがみられる。

柱穴は 4個 と思われ、住居の隅を結ぶ対角線上にほぼ方形を成して位置している。掘り方と

柱痕跡を確認できたものもある。

カマドは、第 1住居跡では西壁、第18住居跡では北壁、第281■居跡では東壁にとり付けられ

煮欝
|サ継式

写真22 第 18住居跡



ており、第 1・ 18住居跡の場合は斜面上方の壁にあるのに対し、第28住居跡では斜面下方の壁

にみられる。いずれも粘土質の上を貼 り付けてつくられており、天丼部は崩れてしまい、側壁

が残っている。内部は燃焼部を中心として熱を受けて赤変し硬い。カマドの奥壁から煙道がの

びている。最終的にカマドを取り除いたところ、下から周藩と接続する濤が検出され、須恵器

の大甕、土師器の甕の一括品が入っていた。つまり、竪穴を掘 り込んでから、先に周溝をめぐ

らせ、その一部に土器を埋めて、その上にカマドを構築している。

周溝は住居内を壁に沿ってめぐっている。貯蔵穴状ピットは第18住居跡にみられる。

このように、一般民衆の住居であったと考えられている竪穴住居跡は、首墳時代後期のもの
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第26図 第 18住居跡
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第27図 第28住居跡

と形態、構造の上で大きな変化はない。。

く出土遺物〉

土師器と須恵器が主なものである。量的には土師器が大半を占める。他に第28住居跡から鎌

と思われる鉄製品が出土している。

土師器―甕、郷、鉢などがみられる。甕は口縁部が外反し、体部は球形と長胴とがある。罫

は体部から口縁部にかけて外反あるいは外傾し、外面にかすかな段のつくものがある。底部は

丸底である。内面黒色処理されている。鉢は日縁部がほぼ直立し、体部は丸味があり、底部は

平底である。内面黒色処理されている。

これらの上師器については、奈良・平安時代のものと思われるが、所属型式については、さ

らに検討を要する。

須恵器一大甕、罫、高台付郷などがある。大甕は日縁部が外反し、体部は上半が球形に近く、



下半は底部にむかってなだらかにすばまる。底部はやや尖がった丸底である。郷は体部から口

縁部にかけて外傾している。医部は平底で、 ヘラ切り痕が残 り調整のないものと、 回転ヘラ

ケズリされて切り離しの不明なものとがある。高台付郷は体部から口縁部にかけてやや外反気

味に立ち上がる。ヘラ切りで郷部を切り離し、底部の周辺のみ回転ヘラケズリした後に外傾す

る高台をつけている。高台付郷には口縁部と体部の境近くに相対して 2つの把手がつけられて

いるものもある。

写真23 遺物出土状況 (第18住居跡 )
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第28図 第18住居跡出土遺物 (1～ 5土師器、 6、 7須恵器)
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中 世

源頼朝の奥州征伐により、1189年以降その勢力が東北に及び、東北各地に関東武士が所領を

あたえられ、治めるようになる。しかし、1333年鎌倉幕府は亡び、南北朝時代となり東北各地

の武士にも中央の対立が波及する。その後、応仁の乱がおこり、群雄割側の時代を迎える。

武士が当地方を鎌倉時代以降支配していたことは、今までに発見された文書、城館などの遺

跡、板碑等より知ることができる。

今回の調査区の北東部から十数枚集中して板碑が発見された。いずれも表土下の層より横に

なった状態で出土している。原位置を保っているかどうか、不明である。同じ層中より縄文土

器、土師器、陶器なども出土している。年号の明らかな板碑はぃずれも14世紀のものであり、

南北朝時代のものは、いずれも北朝年号を使用している。延文碑、貞治三年二月碑、嘉暦碑の

写真24 板碑
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字の部分に金泥のみられるものもある。板碑は種々の供養のためにたてられたもので、素材 と

して稲井石、粘板岩 (?)が多く使用されており、死者の忌日にあたっての追善塔婆がおもであ

る。種子としては大日如来 (バン)、 観音菩薩 (サ )、 勢至菩薩 (サ ク)がみられる。

板碑群の間から首の欠損した古瀬戸重、皿が 3個体分出土し、重は14世紀中頃、皿は13世紀

末と思われる※。地区は異るが、常滑製と思われる押印のある大甕の破片も出上している。

※ 名古屋大学教授檜崎彰一氏のご教示による。

古瀬戸壺

第30図 骨壺 (大館出土 )

写真26 骨壺内の人骨 写真27 骨壺 (大館出土 )
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v。 まとめ

山前遺跡の今回の調査では次のような成果が得られた。

1.縄文時代早期、前期、中期、古墳時代前期、後期、奈良、平安時代、中世にわたって各時

代の遺構、遺物が数多く発見された。

2.´ 縄文時代では貝塚、遺物包合層、竪穴住居跡などが発見されている。貝原は約 500だ の広

がりを示す。今回は精査していない。遺物包合層は約10,000笛 あり、大部分は中期の層が広

がっていると思われるが、一部精査した東斜面では、中期の層の下に早期の層がみられた。

これらは層位的な発掘によって、遺物の時期的な変化を知ることができた。住居跡は 3軒

あり、中期に属するものである。

3.古墳時代から奈良・平安時代の遺構として、大濤 3本、住居跡49軒などが発見されている。

このうち住居跡については出土遺物の整理が進んでいないため、所属時期の不明なものがあ

る。

4.古墳時代では、前期の大濤 3本、竪穴住居跡25軒、後期の竪穴住居跡 1軒が確認されてい

る。

5.奈良、平安時代では、竪穴住居跡が 3軒確認されている。

6.中世では、板碑が十数枚集中して出土した。年号の記されているものはいずれも14世紀

代で、南北朝時代のものが多い。

このように、本遺跡では長い時代にわたっての遺構、遺物が発見されており、当地方におけ

る各時代の生活の一端を示す資料が得られた。

特に古墳時代前期の大濤は、規模の大きさ、構造、平面形態から防禦的性格を有するものと

思われるものであり、また出土遺物として多数の土師器とともに、鋤、砧などの木製品がある。

これらは東北地方ではこれまでの例をみないもので、大濤の存在は集落の構成に重要な一例を

加えるものであり、木製品、竹製品は、木工、竹細工、農具などについての貴重な具体的資料

を与えてくれた。

また、調査対象区の中央部約12,000∬ は、団地造成計画より除外して現状のまま保存するこ

とになった。これは近年開発の波におし流されて遺跡の破壊が多いなかでよろこばしいことで

ある。保存範囲については適当な環境整備を行ない、今回の調査によって得られた資料ととも

に各時代の様子、さらに埋蔵文化財に対する理解を一般の人々に深めてもらうための材料とし

て、いかに活用するかが今後の課題であろう。
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